
地

域
名
古
屋

市
東
区
泉
一
丁
目
（
十
八
番
か
ら
二
十
一

番
ま
で
）

泉
二
丁
目
（
十
九
番
か
ら
二
十
九

番
ま
で
）

泉
三
丁
目
（
十
九
番
か
ら
三
十
一

番
ま
で
）

東
桜
一
丁
目
（
四
番
か
ら
八
番
ま

で
、
十
三
番
及
び
十
四
番
）

東
桜
二
丁
目
（
一
番
か
ら
十
七
番

ま
で
）

側
端
の
一
方
の
み
が
右
の
区
域
に
含
ま

れ
る
道
路
の
区
間
の
う
ち
当
該
区
域
に
含

ま
れ
な
い
道
路
の
部
分
及
び
側
端
の
少
な

く
と
も
一
方
が
右
の
区
域
に
接
す
る
道
路

の
区
間
並
び
に
こ
れ
ら
の
道
路
の
区
間
に

接
す
る
交
差
点
。

一

在
名
古
屋
中
華
人
民
共
和
国
総
領
事
館
周
辺
地
域

期

間
平
成
二
十
二
年
五
月
二
日
か
ら
平
成
二
十

三
年
五
月
一
日
ま
で

期

間
平
成
二
十
二
年
五
月
十
二
日
か
ら
平
成
二

十
三
年
五
月
十
一
日
ま
で

地

域
札
幌
市

中
央
区
南
九
条
西
二
十
三
丁
目
（
四
番
）

南
十
条
西
二
十
三
丁
目

南
十
一
条
西
二
十
一
丁
目
（
二
番

及
び
三
番
）

南
十
一
条
西
二
十
二
丁
目

二

在
札
幌
中
華
人
民
共
和
国
総
領
事
館
周
辺
地
域

南
十
一
条
西
二
十
三
丁
目

南
十
二
条
西
二
十
一
丁
目

南
十
二
条
西
二
十
二
丁
目

南
十
二
条
西
二
十
三
丁
目

南
十
三
条
西
二
十
一
丁
目

南
十
三
条
西
二
十
二
丁
目

地

域
大
阪
市

西
区

江
戸
堀
二
丁
目
（
四
番
か
ら
八
番

ま
で
）

江
戸
堀
三
丁
目

京
町
堀
二
丁
目
（
五
番
か
ら
十
四

番
ま
で
）

京
町
堀
三
丁
目

立
売
堀
四
丁
目
（
一
番
か
ら
四
番

ま
で
及
び
六
番
か
ら
十
一
番
ま

で
） 本

町
二
丁
目

本
町
三
丁
目

西
本
町
二
丁
目

西
本
町
三
丁
目

江
之
子
島
一
丁
目

江
之
子
島
二
丁
目

阿
波
座
二
丁
目
（
二
番
か
ら
四
番

ま
で
）

立
売
堀
二
丁
目
（
二
番
、
三
番
及

び
五
番
）

立
売
堀
三
丁
目
（
一
番
か
ら
三
番

ま
で
及
び
六
番
か
ら
八
番
ま
で
）

期

間
平
成
二
十
二
年
五
月
十
二
日
か
ら
平
成
二

十
三
年
五
月
十
一
日
ま
で

三

在
大
阪
中
華
人
民
共
和
国
総
領
事
館
周
辺
地
域

地

域
福
岡
市

中
央
区
地
行
浜
一
丁
目

地
行
二
丁
目

地
行
三
丁
目

地
行
四
丁
目
（
七
番
か
ら
十
七
番

ま
で
）

福
岡
市

早
良
区
百
道
浜
一
丁
目
（
一
番
）

西
新
二
丁
目
（
一
番
か
ら
三
番
ま

で
及
び
十
二
番
か
ら
二
十
四
番
ま

で
）

樋
井
川
の
新
今
川
橋
か
ら
よ
か
ト
ピ
ア

橋
で
囲
ま
れ
た
河
川
区
域
（
河
川
法
第
六

条
に
規
定
す
る
河
川
区
域
）
及
び
同
河
川

区
域
に
架
か
る
橋
梁
の
部
分
。
た
だ
し
、

新
今
川
橋
橋
梁
部
分
を
除
く
。
側
端
の
一

方
の
み
が
右
の
区
域
に
含
ま
れ
る
道
路

（
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第

百
五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定

す
る
道
路
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
区
間

の
う
ち
当
該
区
域
に
含
ま
れ
な
い
道
路
の

部
分
及
び
側
端
の
少
な
く
と
も
一
方
が
右

の
区
域
に
接
す
る
道
路
の
区
間
並
び
に
こ

れ
ら
の
道
路
の
区
間
に
接
す
る
交
差
点
。

た
だ
し
、
地
行
二
丁
目
及
び
西
新
二
丁
目

に
接
す
る
一
級
市
道
千
代
今
宿
線
道
路
部

分
及
び
道
路
の
区
間
に
接
す
る
交
差
点
部

分
を
除
く
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
二
日
か
ら
平
成
二

十
三
年
五
月
十
一
日
ま
で

期

間

四

在
福
岡
中
華
人
民
共
和
国
総
領
事
館
周
辺
地
域

地

域
長
崎
市
本
尾
町
（
一
番
か
ら
三
番
ま
で
）

上
野
町

本
原
町

期

間
平
成
二
十
二
年
五
月
十
二
日
か
ら
平
成
二

十
三
年
五
月
十
一
日
ま
で

五

在
長
崎
中
華
人
民
共
和
国
総
領
事
館
周
辺
地
域

旭
ヶ
丘
四
丁
目

旭
ヶ
丘
五
丁
目

旭
ヶ
丘
六
丁
目
（
一
番
）

側
端
の
一
方
の
み
が
右
の
区
域
に
含
ま

れ
る
道
路
（
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五

年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一

号
に
規
定
す
る
道
路
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）の
区
間
の
う
ち
当
該
区
域
に
含
ま
れ

な
い
道
路
の
部
分
及
び
側
端
の
少
な
く
と

も
一
方
が
右
の
区
域
に
接
す
る
道
路
の
区

間
並
び
に
こ
れ
ら
の
道
路
の
区
間
に
接
す

る
交
差
点
。

南
十
三
条
西
二
十
三
丁
目

南
十
四
条
西
十
八
丁
目
（
四
番
か

ら
六
番
ま
で
）

南
十
四
条
西
十
九
丁
目

南
十
五
条
西
十
九
丁
目

伏
見
一
丁
目

伏
見
二
丁
目
（
一
番
か
ら
五
番
ま

で
）

旭
ヶ
丘
一
丁
目
（
三
番
、
七
番
か

ら
十
一
番
ま
で
及
び
十
三
番
）

旭
ヶ
丘
二
丁
目

旭
ヶ
丘
三
丁
目

立
売
堀
五
丁
目
（
一
番
か
ら
六
番

ま
で
）

立
売
堀
六
丁
目
（
一
番
か
ら
三
番

ま
で
、
五
番
及
び
七
番
か
ら
九
番

ま
で
）

側
端
の
一
方
の
み
が
右
の
区
域
に
含
ま

れ
る
道
路
（
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五

年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一

号
に
規
定
す
る
道
路
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）の
区
間
の
う
ち
当
該
区
域
に
含
ま
れ

な
い
道
路
の
部
分
及
び
側
端
の
少
な
く
と

も
一
方
が
右
の
区
域
に
接
す
る
道
路
の
区

間
並
び
に
こ
れ
ら
の
道
路
の
区
間
に
接
す

る
交
差
点
。
た
だ
し
、
府
道
大
阪
伊
丹
線

を
除
く
。

平成™™年›月™˜日 水曜日 第œ™ Ÿ号官 報
〇
法
務
省
告
示
第
百
八
十
九
号

公
証
人
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
七

条
ノ
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
公
証
人
に

電
磁
的
記
録
に
関
す
る
事
務
を
行
わ
せ
る
。

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
六
日
か
ら
効

力
を
生
ず
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
一
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

大
阪
法
務
局
所
属

小
見
山
道
有

同

œ
岡

良
二

同

本
多

英
明

山
口
地
方
法
務
局
所
属

入
江

要
次

〇
法
務
省
告
示
第
百
九
十
号

信
託
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
を
定
め
る
政
令
（
平
成
十

九
年
政
令
第
三
百
二
号
）
第
一
項
（
同
令
第
四
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
、
同
令
第
一

項
の
事
務
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
一
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

登

記

所

事

務

指
定
の
効
力

が
生
ず
る
日

水
戸
地
方
法
務
局

土
浦
支
局

地
図
、
建
物
所
在

図
、
地
図
に
準
ず

る
図
面
、
土
地
所

在
図
、
地
積
測
量

図
、地
役
権
図
面
、

建
物
図
面
及
び
各

階
平
面
図
の
内
容

を
証
明
し
た
書
類

の
交
付
に
係
る
事

務

平
成
二
十
二
年

五
月
六
日

長
崎
地
方
法
務
局

島
原
支
局

地
図
、
建
物
所
在

図
、
地
図
に
準
ず

る
図
面
、
土
地
所

在
図
、
地
積
測
量

図
、地
役
権
図
面
、

建
物
図
面
及
び
各

階
平
面
図
の
内
容

を
証
明
し
た
書
類

の
交
付
に
係
る
事

務

平
成
二
十
二
年

五
月
六
日

〇
法
務
省
告
示
第
百
九
十
一
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
五
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
者
が
行
う
民
間
紛
争
解
決
手
続
の
業
務
の

認
証
を
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
一
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
名
称
及
び
住
所

京
都
土
地
家
屋
調
査
士
会

京
都
市
中
京
区
竹
屋
町
通
富
小
路
東
入
魚
屋
町
四
百
三

十
九
番
地

認
証
年
月
日

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
二
十
八
号

国
会
議
事
堂
等
周
辺
地
域
及
び
外
国
公
館
等
周
辺
地
域

の
静
穏
の
保
持
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第

九
十
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
左
記
の
地

域
を
「
外
国
公
館
等
周
辺
地
域
」
と
し
て
指
定
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
一
日

外
務
大
臣

岡
田

克
也

›
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